














開設科目名 スキルラボ臨床レベル３ 科目コード BSNBA302 開設期 3年前期 

単位数（履修区分） 2単位（必修） 時間数 30時間 授業区分 演習 

責任者 小浜さつき 担当者 
日高艶子、中村和代、小浜さつき、川口賀津子、吉里孝子、石本祥
子、堀川新二、長友奈央、桐明祐弥 

授業の概要（授業の目的） 

看護教育における OSCE の必要性について理解した上で、呈示された事例に対して患者の安全を配慮したコミュニケーション技術、身体診察技術を用いて患者
の健康状態を推論し、看護診断を検討する。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 

1．看護教育におけるOSCEの必要性を理解し述べることができる。 

医療の基礎/ロイ適応看護モデル 
1．呈示された患者に対して安全を配慮したコミュニケーション技術を提供できる。 

2．呈示された患者に対して安全で正確な身体診察技術を提供できる。 

3．呈示された患者に対して健康状態を推論し、看護診断を述べることが出来る。 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等） 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 

1 看護教育におけるOSCEの概要 講義 日高 OSCEについて予習を行い講義に参加する。 

講義後は復習に取り組む。 

4時間 

2 フィジカルアセスメント︓Head to Toe 実技 全教員 2 年次に学習したフィジカルアセスメントを復習してラボに臨

む。終了後は習得できるまで自己学修を行う。 

4時間 

3 OSCEオリエンテーション 実技 全教員 講義やラボの内容を復習して講義に臨む。終了後は復習に

取り組む。 

4時間 

4 課題 実技 全教員 課題等は講義内でお知らせします。 4時間 

5 課題 実技 全教員 課題等は講義内でお知らせします。 4時間 

6 課題 実技 全教員 課題等は講義内でお知らせします。 4時間 

7 課題 実技 全教員 課題等は講義内でお知らせします。 4時間 

8 課題 実技 全教員 課題等は講義内でお知らせします。 4時間 

9 課題  実技 全教員 課題等は講義内でお知らせします。 4時間 
10 課題 実技 全教員 課題等は講義内でお知らせします。 4時間 
11 課題 実技 全教員 課題等は講義内でお知らせします。 4時間 
12 課題 実技 全教員 課題等は講義内でお知らせします。 4時間 
13 課題 実技 全教員 課題等は講義内でお知らせします。 4時間 
14 課題 実技 全教員 課題等は講義内でお知らせします。 4時間 
15 課題 ・まとめ 実技 全教員 課題等は講義内でお知らせします。 4時間 

成績評価方法・基準 実地試験 100％ （評価者︓各課題の担当教員が評価します） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 実地試験の評価結果は、その都度教員がフィードバックします。 

教科書 
・Lynn.S.Bicley著，福井次矢，井部俊子監修︓Batesʼ Guide to Physical Examination and History Taking. 
・監訳︓日本看護診断学会、NANDA-I 看護診断定義と分類 2021-2023、医学書院、2021． 

参考書・参考文献 特になし 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

小浜さつき（7号館 3階、733研究室）、オフィスアワー︓火曜日 16︓30～17︓00 
 
本科目の受講要件は、看護の基礎、臨床基礎技術論Ⅰ・Ⅱ、スキルラボ基礎レベル 1・2、看護理論学、ロイ適応看護モデル入
門、成人・老年看護学概論、看護診断学、スキルラボ臨床レベル 1、適応促進基礎実習Ⅰ・Ⅱ、成人老年ケア論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・、
母性看護学概論・母性看護学ケア論Ⅰ、小児看護学概論、小児看護学ケア論Ⅰの単位を修得し、成人老年ケア論Ⅳ・小児
看護学ケア論Ⅱ、母性看護学ケア論Ⅱの履修を修了し、学習目標に到達する見込みのある者とする。 

本科目の受講要件に関する科目を、十分に復習して受講することが望ましい。 
 
その他︓この科目は看護職として実務経験を有する教員が看護について教授する科目です。 



開設科目名 適応促進急性期実習 科目コード BSNBA303 開設期 ３年後期 
単位数（履修区分） ３単位（必修） 時間数 135時間 授業区分 実習 

責任者 吉里孝子 担当者 
吉里孝子、小浜さつき、川口賀津子、石本祥子、堀川新二、 
長友奈央、桐明祐弥、 

授業の概要（授業の目的） 

クリティカルケアを必要とする危機的状況にある成人期または老年期の患者を受け持ち、患者と家族の適応を促す看護を実践し、対象者の適応の段階について
患者、看護師、教員と共に検討し、統合に向けた課題を明らかにする．さらに、危機的状況にある患者や家族との関係を通して、クリィテイカルケア看護が提供さ
れる場の種類や特性、看護師の役割について学ぶ． 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
１）クリティカルな状態、周術期にある成人期または老年期の患者の行動のアセスメント、刺激のアセス

メント、看護診断の特定を行い、適応を促すための目標設定、看護介入を実践し、介入成果の
評価ができる． 

いのちの尊重・倫理的本質 
医療の基礎/ロイ適応看護モデル 
 

２）対象者の生命・生活過程における適応段階について検討し統合に向けた課題を明らかにできる． 
３）対象者のモニタリングの必要性を理解し、実践できる． 
４）クリティカルケア看護の場の種類と特性、看護師の役割について述べることができる 
５）患者と家族、医療関係者との関係を通して看護専門職としての倫理観や価値観、公平性、 

相手を尊重する態度について考察し述べることができる． 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等） 
週 曜 内容 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 月 病棟実習︓病棟オリエンテーション・担当患者紹介 各病棟・

集中治療
室担当者 
 

・Nursing Clinical Practicum Hand Bookを熟
読する 
・クリティカルな状態、周術期にある患者・家族の特
徴と看護についての復習 
・系統的情報収集のためのインタビュー技術の復習 
・フィジカルアセスメント技術の復習 
・担当患者の疾患・病態、検査・治療に関する学修 
 

15 時間
以上 火 病棟実習︓担当患者の生理的様式、自己概念様式、役割

機能様式、相互依存様式についての行動のアセスメント、
刺激のアセスメント 

水 
木 
金 病棟実習︓看護診断の特定 

2 月 病棟実習︓看護介入計画の立案 
火  

病棟実習︓看護介入と評価 水 
木 
金 病棟実習︓看護要約の検討・実習全体の評価 

3 月 集中治療室 （ICU、E-HCU、HCU）実習︓オリエンテーシ
ョン・担当患者紹介 

火 集中治療室実習︓担当患者の行動と刺激のアセスメント 
水 集中治療室実習︓看護診断の特定・看護介入計画立案 
木 集中治療室実習︓看護介入 
金 集中治療室実習︓看護介入・評価 

成績評価方法・基準 
適応促進急性期実習の評価表に基づく評価 100% 
成績評価者︓担当者全員 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 実習前・中・後にコメントを伝えフィードバックします 

教科書 
・シスター・カリスタ・ロイ原著／松木光子監訳、ザ・ロイ適応看護モデル第 2版、医学書院、2010． 
・監訳日本看護診断学会、ＮＡＮＤＡ-Ⅰ看護診断 定義と分類 2021-2023、医学書院、2021． 

参考書・参考文献 
・「病気が見える」シリーズ 
・林直子他編︓成人看護学 急性期看護Ⅰ 概論・周手術期看護（改訂第４版）、南江堂、 2023. 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

＊オフィスアワー︓吉里孝子（7号館 4階 Ｌ741研究室）火曜 12︓30~13︓30（事前予約） 
              E-mail:yoshizato@stmaryacjp.onmicosoft.com 
＊メッセージ︓実習全般に関する問い合わせは科目責任者、病棟実習に関する事項については各指導教員にご連絡ください． 
その他︓この科目は大学病院、総合病院等での豊富な経験を有する担当教員が、実習施設の実習指導者と連携し、少人数グル
ープ指導によって、授業で学んだ知識と理論を実際の患者の看護を通して統合し、個々の学生の学びを深めるよう指導を行います。 



開設科目名 適応促進慢性期実習 科目コード BSNBA304 開設期 3年後期 

単位数（履修区分） ５単位（必修） 時間数 225時間 授業区分 実習 

責任者 小浜さつき 担当者 
日高艶子、中村和代、小浜さつき、川口賀津子、吉里孝子、石本祥
子、堀川新二、長友奈央、桐明祐弥 

授業の概要（授業の目的） 

 慢性期のケアを必要とする成人期または老年期の患者を受け持ち、患者と家族の適応を促す看護を実践し、対象者の適応の段階について患者、看護師、教
員と共に検討し、統合に向けた課題を明らかにする。 
 また、介護老人保健施設等を訪れ、慢性疾患や加齢と向き合いながら生活する高齢者とその家族の適応と、へルシー・エイジングを維持促進する看護について
検討し実践する。さらに、高齢者のケアに携わりながら、学生自身が自己実現に向かって歩むことが出来るようにケアの体験を省察する。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
1.慢性疾患，慢性の機能障害を持つ成人期の患者の行動のアセスメント，刺激のアセスメント，看護診
断，目標，介入，評価ができる． 

いのちの尊重・倫理的本質 
医療の基礎/ロイ適応看護モデル 

2.看護過程の展開は，全ての段階において常にクリティカルに思考することができる． 
3.対象者の適応の段階（統合・代償・障害）について患者、看護師、教員と共に検討し、統合に向けた課
題を明らかにすることができる。 
4.介護老人保健施設等を訪れ、慢性疾患や加齢と向き合いながら高齢者とその家族の適応について検討す
ることができる。 また、ヘルシーエイジングを維持促進する看護について検討し実践できる。 
5. 高齢者のケアに携わりながら、学生自身が自己実現に向かって歩むことが出来るようにケアの体験を省察
できる。 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）※遠隔授業の方法︓Zoomによる同時双方向型 

回 授業内容 担当者 方法 予習・復習(学習課題) 
1週目（月） 病棟オリエンテーション、受け持ち患者の紹介、病歴聴取 指導教員 実習 

 
実習ハンドブックおよびオリエ
ンテーション資料を読んでお
く 
ロイ適応看護モデルの復習  
観察や測定の技術の復習  
患者の疾患・病態、検査･
治療・薬剤に関する学習 
慢性期看護の復習 
その他、各自の不足する内
容を学習する 

1週目（火） 系統的アセスメント（行動・刺激のアセスメント）、看護診断 
1週目（水） 系統的アセスメント（行動・刺激のアセスメント）、看護診断 
1週目（木） 系統的アセスメント（行動・刺激のアセスメント）、看護診断 
1週目（金） 看護診断の特定、問題関連図の検討、まとめのカンファレンス 
2週目（月） 看護介入計画の立案・カンファンレンスでの検討 
2週目（火） 看護介入計画の立案・カンファレンスでの検討 
2週目（水） 看護介入・評価 
2週目（木） 看護介入・評価 

2週目（金） 看護介入・評価、まとめのカンファレンス 
3週目（月） 看護介入・評価 
3週目（火） 看護介入・評価 
3週目（水） 看護介入・評価 
3週目（木） 看護介入・評価 
3週目（金） まとめ、サマリーの検討、最終カンファレンス 

4週目（月） 介護老人保健施設 聖母の家 オリエンテーション 
（※看護師へのシャドウイングを通して施設看護師の役割を学
ぶ、入所生活における適応の促進に向けてケア計画を立案） 

指導教員 実習 
※グループによ
り、4週目と5週
目の内容を入れ
替えることがあ
る。指導教員が
指示します。 

 

老年看護の復習 
患者の疾患・病態・検査・
治療、薬剤に関する復習 
その他各自の不足する内容
を学習する。 

4週目（火） 介護老人保健施設 聖母の家 
4週目（水） 介護老人保健施設 聖母の家 
4週目（木） 介護老人保健施設 聖母の家 
4週目（金） 介護老人保健施設 聖母の家  

多職種合同カンファレンス参加 
5週目（月） グループホームメゾンマリア オリエンテーション、実習 
5週目（火） グループホームメゾンマリア オリエンテーション、実習 
5週目（水） 聖マリア病院 患者・家族サポートセンター 

オリエンテーション等 
5週目（木） 聖マリア病院 患者・家族サポートセンター 
5週目（金） 大学内でまとめ/午後より最終カンファレンス 

成績評価方法・
基準 

適応促進慢性期実習の評価表に基づく評価 100% (成績評価者︓各実習担当教員) 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題に対する 
ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 

実習前・実習中・実習後にコメントを伝え、フィードバックします。 

教科書 
① シスター・カリスタ・ロイ／松木光子監訳︓ザ・ロイ適応看護モデル，第 2版，医学書院,  
② 日本看護診断学会監訳︓NANDA-Ⅰ看護診断 定義と分類 2021-2023，日本看護診断学会，医学書院． 
➂ Lynn S. Bickley他著，福井次矢他監修︓ベイツ診察法 第 3版．メディカル・サイエンス・インターナショナル，2022． 

参考書 
参考文献 

・『病気がみえる』シリーズ 
・看護診断学、スキルラボ臨床レベル 1・２・３、成人老年ケア論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳで使用したテキスト・資料 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

オフィスアワー︓小浜さつき（7号館 3階 733号室）︔火曜 16︓30～17︓30 
※上記時間以外は事前に予約をしてください。メールアドレス ︓obama@stmaryacjp.onmicrosoft.com 

学習相談︓実習全般に関する問い合わせは科目責任者にご連絡下さい． 
各実習病棟での実習に関する問い合わせは各指導教員にご連絡下さい． 

その他︓この科目は看護職として実務経験を有する教員が看護について教授する科目です 
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